
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

取組６－２ 多様な人材の確保・活躍の促進

取組６－３ 「豊岡グッドローカル農業」に共感し、発信できる子どもたちの育成

取組６－４ 世界に向けた「豊岡グッドローカル農業」の発信

取組５－４ 持続的で健康な農村地域づくり

主要手段⑥ 世界に「豊岡グッドローカル農業」を発信し、農業をあこがれの仕事にする

取組６－１ 「豊岡グッドローカル農業」のイメージの発信

取組５－１ 「地消地産」の推進

取組５－２ 「豊岡グッドローカル農業」の市民サポーターの育成

取組５－３ 定年帰農者が活躍できる環境づくり

取組４－３ 農業と連携した新しい取組へのチャレンジ

戦略目的③ 【社会】 農業が健康で魅力的な仕事として多くの人に支持されている

主要手段⑤ 生産者と消費者の相互理解を深め、農業に生きがいを感じる人を増やす

主要手段④ 地域の他産業と連携した農業により、地域経済を活性化させる

取組４－１ 農泊・農村ツーリズム等の推進

取組４－２ 半農半Ｘ型人材の確保・育成

取組３－２ 持続可能な経営体への強化・育成

取組３－３ 豊岡らしいスマート農業の推進

取組３－４ 新規就農者の確保・育成等

戦略目的② 【経済】 儲かる農業により、地域がうるおっている

主要手段③ 先端技術を取り入れ、持続的で誇りと責任ある農業に取り組む人を増やす

取組３－１ 強い農業経営体の継承・育成

取組２－２ 美しい農村風景の保全と管理

取組２－３ 耕作放棄地対策

取組２－４ 鳥獣害対策の充実化

取組１－４ 地域資源との連携

主要手段② 防災と環境保全の役割を持った、美しい農村風景を創造する

取組２－１ 農村環境の維持管理負担の軽減化

取組１－１ コウノトリ育む農法等環境創造型農業の取組面積拡大

取組１－２ 「豊岡グッドローカル農業」のプロモーション（エシカル消費の推進）

取組１－３ 地域に適した作物の生産振興と品目研究

上位目的
小さな世界都市・豊岡の「豊岡グッドローカル農業」

－持続可能で幸せを感じる社会をめざして－

戦略目的① 【環境】 自然と共生した、美しい風景が広がっている

主要手段① 多様な気候風土、資源を尊重し、生き物と共生する農業を拡げる

＜特徴＞ 

①コウノトリ育む農法の取組と広がり 

②グローバルＧＡＰを取得した農産物生産 

③集落営農や法人等の担い手 

④広大な土地に育まれた多様な地域性 

⑤先行的なスマート農業の取組み 

⑥城崎、出石、コウノトリの豊岡などのネームバリュー 

１．豊岡市農業ビジョンとは 

２．豊岡農業の現状 

４．取組方策の体系 

＜現状と問題点＞ 

①担い手の減少・高齢化と後継者不足 

②経営耕地面積の減少と耕作放棄地の増加 

③小規模な農家が多い 

④野生動物による農作物被害 

⑤農業用施設・機械の維持に関する負担の増大 

⑥水稲以外の柱となる特産物が弱い 

編集・発行／豊岡市コウノトリ共生部農林水産課  〒668-8666 兵庫県豊岡市中央町２番４号 

ＴＥＬ：0796-23-1127  ＦＡＸ：0796-24-7801  ＵＲＬ：http://www.city.toyooka.lg.jp 

2015 年度の農林業センサスによると、豊岡市の販売農家の農業経営者のうち、70 歳以上が約 41％、60 歳

以上だと約 77％を占めており、担い手の高齢化が進んでいます。このままでは、10 年後には豊岡の農業を支え

る人材が圧倒的に不足してしまいます。また、その他にも多くの課題があり、農業衰退の恐れがあります。 

一方、豊岡市の農業は、持続可能な社会の実現に向けて、コウノトリ育む農法、環境創造型農業など、世界に

誇れる取組を行ってきており、様々な魅力を持ち合わせています。 

そこで、世界的に持続可能な社会や SDGs への関心が高まる中、先んじて「コウノトリとの共生社会」に挑戦して

きた価値観を踏まえ、豊岡市がめざす将来の農業ビジョンを策定しました。 

そして、持続可能で幸せを感じる社会の実現に貢献する農業のあり方を“豊岡グッドローカル農業”と称し、こ

れを推進していきます。 

豊岡市農業ビジョン 
（2020－2029） 

【概要版】 

豊岡農業には、厳しい現状と問題点がある一方で、強みとなる特徴もあります。 
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豊岡農業の将来ビジョンを実現するための戦略目的と主要手段、取組方策を示します。 

５．ビジョンの推進 

「豊岡グッドローカル農業」を実現するために、豊岡の農業にかかわる様々な関係者が、それぞれの役割を

果たすことがまずは重要です。 

「豊岡市農業ビジョン」を推進するため、市は「豊岡市農業ビジョン推進委員会」を設置し、「豊岡グッドロー

カル農業」の普及に向けた取組の検討や進捗確認、見直しを行います。また、「豊岡グッドローカル農業」の普

及度の計測・分析や関係者の意見収集から、取組の改善策を検討するなどし、滞りなくビジョンを推進します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「豊岡グッドローカル農業」を広めよう！ 

●「豊岡グッドローカル農業」の認知度と実施度を高め

ていきます。特に、ビジョン実現に向けて中心的な役

割を担う農業者においては、下記のように広まってい

くことを目指します。 

小さな世界都市・「豊岡グッドローカル農業」 

豊岡市は、豊岡というローカルに深く根ざしながら、世界で輝き、「小さくてもいいのだ」という堂々たる態度のまちを

創ることをめざしています。 

そんなまちで、『環境』『経済』『社会』をより良くし、持続可能で幸せを感じる社会の実現に貢献する農業のあり方を

“豊岡グッドローカル農業”と称し、これを農業に関わる人すべてにとっての共通哲学として、拡げていきます。 

下の図は、コウノトリ野生復帰のシンボルの１つである人工巣塔をイメージしています。コウノトリのヒナが巣の中で育

ち、周辺環境の中で成長し、巣を飛び立って世界へ「幸せ」を運んでいくように、“豊岡グッドローカル農業”を育て、市

内に、そして全国や世界に大きく拡げていきます。 

３．豊岡農業の将来ビジョン 

みんなで育て、拡げる！ 

「豊岡グッドローカル農業」 

●「豊岡グッドローカル農業」を豊岡市の農

業に関わる人すべてにとっての共通の哲学

と位置づけます。 

●豊岡市の農業に関係するあらゆる人や団体

が、この共通の哲学のもと、「豊岡グッド

ローカル農業の 12 の要素」を実現するた

めの取組を行っていきます。 

●まずは、各自の立場や状況に応じて、12 の

要素に対応した取組を自らの創意工夫によ

り行っていきます。その後、他の実施者等

との実践状況の共有や意見交換等により、

自らの取組の見直しを行い、徐々に取組を

より良いものにしていきます。 

●このように、できる人から、できることか

ら始め、それを発信・共有し、他の人や他

の取組に拡げ、みんなでよりよい取組に育

てていくイメージです。 

●その結果、長期的には、こうした「豊岡グ

ッドローカル農業」の取組が全国に知ら

れ、世界に認められ、豊岡の農業や都市の

価値が高まることをめざしています。 

後期 
（2026～29 年） 

成熟期 

認知度 

10 割 

実施度 

８割 

中期 
（2023～25 年） 

波及期 

認知度 

８割 

実施度 

５割 

前期 
（2020～22 年） 

導入期 

 

認知度 

５割 

実施度 

３割 

－持続可能で幸せを感じる社会をめざして－ 


